
〈
会
名
称
〉 

駿
河
台
大
学
同
窓
会
地
方
支
部
会
北
海
道
会

※
通
称 

駿
河
台
大
学
同
窓
会 

丹
頂
会（
道
鳥
で
あ
る

　

丹
頂
に
ち
な
ん
で
）

〈
役
員
紹
介
〉

　

会   　

 

長　

小
原
健
三
郎

　
　
　
　
　
　
（
平
成
7
年
法
学
部
卒
）

　

事
務
局
長　

上
見　

国
敏

　
　
　
　
　
　
（
平
成
7
年
経
済
学
部
卒
）

　

7
月
14
日
（
土
）、
札
幌
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

に
て
、
同
窓
会
北
海
道
支
部
会
の
発
足
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
北
海
道
在
住
の
卒
業
生
4
名
に

加
え
、
同
窓
会
役
員
4
名
と
吉
田
邦
久
名
誉
教

授
が
出
席
し
ま
し
た
。
北
海
道
支
部
会
の
発
起

人
で
あ
る
上
見
国
敏
さ
ん
（
平
成
7
年
経
済
学

部
卒
）
よ
り
、
次
の
と
お
り
ご
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

最
初
に
ご
来
賓
で
あ
る
吉
田
邦
久
駿
河
台
大

学
常
任
理
事
か
ら
、「
私
は
大
学
設
立
時
か
ら
関

わ
り
今
回
よ
う
や
く
地
方
支
部
第
１
号
と
し
て

北
海
道
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思

う
。
大
学
の
発
展
成
長
と
も
に
同
窓
生
が
各
界

で
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

　

９
月
８
日
（
土
）、
新
潟
東
急
イ
ン
に
て
、
同
窓

会
新
潟
支
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
学
卒
業
生
の

U
タ
ー
ン
就
職
が
多
い
新
潟
の
地
で
今
回
初
め
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
支
部
会
で
は
、
新
潟
在
住
の

卒
業
生
に
向
け
て
、
同
窓
会
の
活
動
計
画
や
大
学
の

近
況
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
新
潟
支

部
会
長
と
し
て
１
期
生
の
廣
川
智
志
さ
ん
（
平
成
３

年
法
学
部
卒
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
同
会

場
に
て
父
母
会
の
新
潟
地
方
支
部
会
も
開
催
さ
れ
、

同
窓
会
・
父
母
会
合
同
の
懇
親
会
で
は
、
卒
業
生
と

在
学
生
の
ご
父
母
が
新
潟
で
の
就
職
事
情
等
に
つ
い

て
懇
談
す
る
場
面
も
み
ら
れ
、
有
意
義
な
発
足
会
と

な
り
ま
し
た
。

◆
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親
会

　

軽
食（
オ
ー
ド
ブ
ル
・
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
・
デ
ザ
ー
ト

等
と
お
飲
物
）を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

時
間
：
15
時
～
16
時
30
分

場
所
：
第
二
講
義
棟
15
階

　
　
　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

会
費
：
無
料

◆
石
原
良
純
氏
講
演
会

　
「
空
を
見
よ
う
」

時
間
：
13
時
～
14
時
30
分 

場
所
：
第
二
講
義
棟
4
階

　
　
　

７
４
０
５
教
室

会
費
：
無
料（
申
込
不
要
）

る
。」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
親
会
の
会
長
の
中
島
俊
夫
様
か
ら

お
祝
い
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
当
会
の
会
長

予
定
者
で
あ
る
小
原
氏
よ
り
「
設
立
に
至
る
ま
で

に
実
に
３
年
の
準
備
が
か
か
っ
た
。
日
本
の
国

土
の
４
分
の
１
に
も
達
す
る
広
大
な
面
積
の
北

海
道
で
道
内
の
同
窓
生
が
一
同
に
集
ま
っ
た
の

は
今
回
が
初
め
て
と
な
っ
た
。
大
学
の
発
展
と

と
も
に
、
我
々
同
窓
生
も
各
界
で
ま
す
ま
す
責

任
あ
る
立
場
に
な
る
に
及
び
大
学
の
発
展
成
長

の
一
助
と
し
て
貢
献
で
き
る
も
の
と
思
う
。
当

会
の
一
歩
は
小
さ
い
が
徐
々
に
大
き
く
育
て
て

い
き
た
い
。」
と
の
挨
拶
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

挨
拶
の
後
、

当
会
の
役
員

と
会
則
に
つ

い
て
提
案
が

な
さ
れ
、
当

会
の
設
立
総

会
は
無
事
終

了
し
、
引
き

続
き
同
会
場

に
て
懇
親
会

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 
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石
原
良
純
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

北
海
道
支
部
会
を
発
足
し
ま
し
た

新
潟
支
部
会
を
発
足
し
ま
し
た

　

毎
年
駿
輝
祭
の
初
日
に
開
催
し
て
い
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

卒
業
生
と
教
職
員
が
母
校
で
集
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
同
窓
会
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
恒
例
と
な
り
ま
し
た
父
母
会
共
催
の
講
演
会
で
は
、
俳
優
・
タ
レ
ン
ト
・
気

象
予
報
士
と
し
て
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
石
原
良
純
氏
を
お
招
き
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

講
演
会
の
後
は
懇
親
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
ま
す
。
近
年
は
お
子
様
連
れ
の
ご
来
場
も
多
く
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
懐
か
し
い
同
窓
生
や
教
職
員
と
の
懇
談
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
、
大
学
時
代
の
お
友
だ
ち
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
母
校
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

右から４人目が小原さん
左から２人目（後列）が上見さん父母会合同の懇親会

右から５人目が廣川さん

ホームカミングデー懇親会

１
９
６
２
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
。

１
９
８
４
年
松
竹
富
士
映
画「
凶
弾
」で
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
、
舞
台
・
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
等
に
多
数
出
演
。

一
方
、
湘
南
の
空
と
海
を
見
て
育
っ
た
こ
と
か
ら
気
象
に
興
味
を
持
ち
、
気
象
予
報
士
試
験
へ
挑
戦
す
る
。

１
９
９
７
年
、
難
関
と
い
わ
れ
る
試
験
に
見
事
合
格
。

「
空
の
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
」と
、
２
０
０
１
年
よ
り
Ｃ
Ｘ「
Ｆ
Ｎ
Ｎ
ス
ー
パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」に
お
天
気
キ
ャ

ス
タ
ー
と
し
て
登
場
、
お
茶
の
間
の
人
気
を
得
る
。

ま
た
、
２
０
０
１
年
に
出
版
さ
れ
た『
石
原
家
の
人
び
と
』（
新
潮
社
）に
よ
り
作
家
と
し
て
も
注
目
を
集
め
る
。

出
演
作

２
０
０
７
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ど
ん
ど
晴
れ
」

２
０
０
８
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
木
曜
時
代
劇「
鞍
馬
天
狗
」

２
０
０
９
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」

ま
た
、
官
公
庁
・
地
方
自
治
体
の
環
境
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
多
数
。

10
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

飯
能
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催

第
26
回 

駿
輝
祭
の
ご
案
内



同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
開
催
報
告

平
成
24
年
度

　

5
月
26
日
（
土
）、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
新
宿
区
西

新
宿
）に
て
、平
成
24
年
度
同
窓
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
13
時
よ
り
同
窓
会
役
員
会
が
開
か
れ
、

昨
年
行
わ
れ
た
創
立
25
周
年
記
念
事
業
の
会
計
報
告
の
他
、

今
年
度
の
新
規
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
時
半
か
ら
開
始
し
た
総
会
で
は
、
冒
頭
で
同
窓
会
名

誉
顧
問
の
川
村
正
幸
学
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

川
村
正
幸
学
長（
同
窓
会
名
誉
顧
問
）か
ら
の
ご
挨
拶

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
本
学
の
学
生
や
大
学
に
対
し
、

い
つ
も
様
々
な

ご
支
援
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
度

は
、
3
月
11
日

の
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
3
月

の
卒
業
式
を
中

止
し
、
入
学
式

を
5
月
4
日
に

延
期
し
て
授
業

開
始
が
遅
く
な

る
等
、
様
々
な

こ
と
が
起
こ
り

ま
し
た
。
今
年

度
は
、
幸
い
な

こ
と
に
順
調
に

新
学
期
が
始
ま
り
、
授
業
も
順
調
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
入
生
や
在
学
生
で
被
災
さ
れ
た
方
々
が
お
り
ま
す
が
、

昨
年
度
同
様
に
、
今
年
度
も
し
っ
か
り
と
経
済
面
を
中
心

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
学
は
昨
年
創
立
25
周
年
を
迎
え
、
11
月
23
日

に
駿
河
台
大
学
25
周
年
記
念
式
典
を
無
事
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
創
立
25
周
年
記
念
事
業
は
、
大

学
と
卒
業
生
と
の
交
流
の
活
性
化
を
図
り
、
卒
業
生
相
互

の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
行

わ
れ
た
訳
で
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
25
周
年
記
念
事

業
に
つ
き
ま
し
て
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
ヘ
リ
テ
イ
ジ
リ

ゾ
ー
ツ
で
の
懇
親
会
を
同
窓
会
主
催
で
開
催
し
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
大
変
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
同
窓
会
か
ら
は
本
学
の
教
育
に
対
す
る
支
援

も
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ま
ち
づ
く
り
実
践
、
森
林
文
化
実
習
と

い
っ
た
3
つ
の
講
義
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
講
義
に
つ
き
ま
し
て
は
、
卒

業
生
の
皆
様
に
講
師
と
し
て
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、

あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
内
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
飯
能
市
を
中
心
と
し
た

企
業
・
機
関
に
対
し
て
、
学
生
を
派
遣
す
る
、
地
域
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
本
学
に
と
っ
て
特
色
あ
る
授
業
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
森
林
文
化
実
習
や
ま
ち
づ
く

り
実
践
は
、
本
学
の
特
色
あ
る
講
義
で
あ
る
ア
ウ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
一
つ
で
あ
り
、
学
生
が
直
接
市
民

と
交
流
す
る
場
を
広
く
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
講
義
に
対
す
る
ご
支
援
も
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

次
に
本
学
の
現
状
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
と
、
少
子
化

の
進
行
と
経
済
状
況
の
悪
化
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、

学
生
募
集
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
年
度

の
新
入
生
に
つ
い
て
言
い
ま
す
と
、
5
学
部
中
3
学
部
が

定
員
割
れ
と
な
っ
て
お
り
、
総
定
員
９
２
０
名
に
対
し
ま

し
て
、
新
入
生
が
８
９
０
名
と
い
う
昨
年
以
上
に
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
学
生
の
就
職
状
況
も
変
わ
り

な
く
厳
し
い
状
況
で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
様
の
就
職
率
で

あ
り
ま
す
。
現
在
本
学
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す

る
た
め
に
大
き
な
教
育
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の

教
育
改
革
は
専
門
的
な
基
礎
学
力
と
と
も
に
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
重
視
し
、
学
生
に
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
的
な
力
を

身
に
付
け
さ
せ
る
と
い
う
教
育
を
大
き
な
目
標
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
4
月
か
ら
は
、
従
来
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
を
改
組
い
た
し
ま
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

い
う
形
で
強
化
し
て
お
り
ま
す
し
、
キ
ャ
リ
ア
科
目
を
担

当
す
る
専
任
の
教
員
を
採
用
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
就
職
率
の
向
上
の
た
め
に
、
卒
業

生
の
皆
様
に
も
可
能
な
範
囲
で
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
は
卒
業
生
が
誇
り
を
持
っ
て
語
れ
る
大
学
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓
会

の
皆
様
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
や
ご
助
言
を
い
た
だ
い

て
、
よ
り
よ
い
大
学
に
な
る
よ
う
改
革
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
以

上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※�

資
料
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
事
は
中
島
俊
夫
会
長
（
平
成
7
年
法
学
部
卒
）
の
進

行
で
審
議
さ
れ
、
出
席
者
と
の
活
発
な
意
見
交
換
を
経
て

異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
新
井
克
明
副
会

長
（
平
成
12
年
文
化
情
報
学
部
卒
）
よ
り
、
次
年
度
の
総

会
は
飯
能
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、

併
せ
て
了
承
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
詳
細
は
次
号
の
会

報
で
ご
案
内
し
ま
す
。）

　

総
会
終
了
後
は
17
時
か
ら
懇
親
パ
ー
テ
ィ
と
な
り
ま
し

た
。
桐
生
岳
副
会
長
（
平
成
5
年
法
学
部
卒
）
に
よ
る
乾

杯
の
ご
発
声
に
続
き
、
山
﨑
善
久
理
事
長
（
同
窓
会
名
誉

会
長
）
よ
り
、
創
立
25
周
年
記
念
事
業
の
お
礼
や
大
学
の

近
況
報
告
を
交
え
た
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
中
盤
で
は
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
カ
ヌ
ー

ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
に
出
場
す
る
海
渕
萌
さ
ん
と
矢
澤
一
輝

さ
ん
に
対
す
る
同
窓
会
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
、
カ
ヌ
ー

部
部
長
の
池
野
秀
弘
経
済
学
部
教
授
よ
り
、
両
選
手
か
ら

届
い
た
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
同
窓
会
総
会
議
事

１ 

平
成
24
年
度
役
員
に
つ
い
て

２ 

平
成
23
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

３ 

平
成
23
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て

４ 

平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

恒
例
の
余
興
で
は
、
吹
奏
楽
部
の
現
役
学
生
16
名
が
「
宇

宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」「
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
」
の
2
曲
を
披

露
。
新
井
副
会

長
の
中
締
め
の

後
、
吹
奏
楽
部

の
演
奏
に
よ
る

校
歌
斉
唱
を
も

っ
て
、
懇
親
会

は
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
も
た
く

さ
ん
の
卒
業
生

に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
賑
や

か
な
総
会
と
な

り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（2）駿河台大学　同窓会報　第23号平成24年10月１日

川村正幸学長

平
成
24
年
度
同
窓
会
役
員
の
ご
紹
介

幹　

事

役　

職

委　

員

会　

計

監　

査

会　

計

副
会
長

会　

長

役　

職

根
岸
麻
衣
子

中
川
順
子

髙
橋
祐
司

雷
光
一

高
塚
美
保
子

井
上
勝
海

氏 　

名

岡
部　

浩
一

三
枝　

桂
子

森　
　

健

森
沢　

克
啓

鈴
木　

俊
明

市
川　

紀
子

廣
瀬　

尚

冨
岡　

勇
哉

朝
田　

淳

長
嶋　

亮
吉

飯
塚
小
姫
子

渡
部　

成
人

新
井　

克
明

桐
生　

岳

中
島　

俊
夫

氏 

名

学
生
支
援
部
学
生
課
（
平
成
16
年
法
学
部
卒
）

学
生
支
援
部
健
康
相
談
室
（
平
成
6
年
経
済
学
部
卒
）

学
生
支
援
部
次
長

学
生
支
援
部
長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
就
職
支
援
課
長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長

所　
　

属

平
成
20
年
卒

平
成
18
年
卒

平
成
16
年
卒

平
成
9
年
卒

平
成
7
年
卒

平
成
7
年
卒

平
成
5
年
卒

平
成
4
年
卒

平
成
15
年
卒

平
成
7
年
卒

平
成
13
年
卒

平
成
9
年
卒

平
成
12
年
卒

平
成
5
年
卒

平
成
7
年
卒

卒
業
年

経
済
学
部

現
代
文
化
学
部

経
済
学
部

法
学
部

法
学
部

法
学
部

法
学
部

法
学
部

文
化
情
報
学
部

経
済
学
部

文
化
情
報
学
部

法
学
部

文
化
情
報
学
部

法
学
部

法
学
部
学
部

吹奏楽部の演奏



　
「
明
日
か
ら
役
立
つ
経
営
学
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

卒
業
生
を
対
象
と
し
た
参
加
無
料
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
講
師
は
小
澤
伸
光
副
学
長
（
経
済
学
部
教

授
）。「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
理
論
の
虚
実
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ

に
、
本
学
法
科
大
学
院
（
お
茶
の
水
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
行

わ
れ
た
第
1
回
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
経
済
学
部
Ｏ
Ｂ
を
中
心

と
し
た
17
名
の
卒
業
生
が
参
加
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
さ
な
が

ら
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
臼
井
さ
ん
。
高
校
3

年
時
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
在
学
中
か
ら
現
在
ま
で
、
立
川
市

の
石
川
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
所
属
選
手
と
し
て
プ
ロ
の
リ
ン

グ
で
闘
い
続
け
て
い
ま
す
。
7
月
24
日
（
火
）、
大
学
ロ

ゴ
入
り
の
ト
ラ
ン

ク
ス
を
着
用
し
て

挑
ん
だ
試
合
で
は
、

見
事
４
ラ
ウ
ン
ド

Ｔ
Ｋ
Ｏ
勝
ち
を
収

め
ま
し
た
。
バ
ン
タ

ム
級
日
本
ラ
ン
キ

ン
グ
入
り
を
目
指

し
、
日
々
厳
し
い
練

習
に
励
む
臼
井
さ

ん
を
、
同
窓
会
も
応

援
し
て
い
ま
す
。

☆
次
回
の
試
合
予
定
☆
11
月
26
日
（
月
）
後
楽
園
ホ
ー
ル

に
て
17
時
45
分
よ
り
。詳
細
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

　

4
月
21
日
（
土
）、
長
野
県
北
佐
久
郡
の
軽
井
沢
72
ゴ

ル
フ
東
コ
ー
ス
に
て
、
ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ
コ
ン
ペ
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
当
日
は
肌
寒
い
気
候
で
霧
も
出
る
中
で
の

ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
8
名
・
現
役
生
6

名
の
合
計
14
名
に
参
加
を
い
た
だ
き
懇
親
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ
会
に
は
約
80
名
の
卒
業
生
が
お

り
ま
す
。
卒
業
生
相
互
の
懇
親
を
目
的
に
年
2
回
の
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催

し
、
現
役
生
有
志

に
も
参
加
を
し
て

も
ら
う
事
で
相
互

の
交
流
を
深
め
て

お
り
ま
す
。

　

仕
事
の
都
合
や

現
住
所
の
関
係
で

参
加
が
で
き
な
い

卒
業
生
も
多
く
お

り
ま
す
が
、
今
後

も
継
続
的
に
開
催

を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

全
6
回
開
催
予
定
。

各
回
の
開
催
日
程
・

テ
ー
マ
・
申
込
方
法

等
の
詳
細
は
、
決
ま

り
次
第
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。
卒
業
学
部
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
「
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
」
に
、

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
（
Ｇ
Ｋ
）
の
負
傷
交
代
要
員
と
し
て
帯

同
し
た
大
家
さ
ん
。
在
学
中
か
ら
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
Ｇ

Ｋ
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業
後
は
社
会
人
チ

ー
ム
「
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
」
に
所
属
し
、
競

技
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、
ア
テ
ネ
・
北
京
に
続
き
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
3
大
会
連
続
出
場
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
北
京

大
会
よ
り
一
つ
順
位
を
上
げ
、
12
チ
ー
ム
中
9
位
と
健
闘

し
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
予
選
突
破
な
ら
ず（
海
渕
さ
ん
）

　

決
勝
進
出
、
9
位
と
健
闘（
矢
澤
さ
ん
）

　

前
回
の
北
京
五
輪
で
本
学
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と

な
っ
た
矢
澤
さ
ん
。
15
位
で
予
選
を
突
破
、
8
月
1
日
の

準
決
勝
で
は
9
位
と
順
位
を
上
げ
、
上
位
10
人
で
争
う
決

勝
に
進
出
し
ま
し
た
。
こ
の
種
目
で
決
勝
進
出
を
決
め
る

の
は
日
本
勢
で
初
め
て
。
メ
ダ
ル
に
期
待
が
か
か
り
ま
し

た
が
、
続
い
て
行
わ
れ
た
決
勝
の
結
果
は
9
位
。
惜
し
く

も
メ
ダ
ル
を
逃
し
ま
し
た
。

　

今
回
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
続
き
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
出
来
、
決
勝
９

位
の
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
た
後
も
駿

河
台
大
学
の
皆
様
に
は
沢
山

の
応
援
を
い
た
だ
き
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

海
渕
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト　

　

矢
澤
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト　

　

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
同
窓
会
主
催
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
ご
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
お
誘
い（
同
窓
会
事
務
局
か
ら
）

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
多
く
の
応
援
本
当
に

ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
駿
河
台
大
学
の
皆

様
、
関
係
者
の
皆
様
か
ら
頂

い
た
ご
声
援
に
は
大
変
励
ま
さ
れ
、
私
に
と
っ
て
初
め
て

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
り
ま
し
た
が
、
心
を
強
く
臨
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
夢
の
舞
台
で
あ
っ
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
、
想
像
し
て
い
た
以
上
に
大
き
な
も
の
で
し

た
。観
客
や
プ
レ
ス
や
雰
囲
気
は
全
て
が
特
別
な
も
の
だ
と
、

改
め
て
実
感
致
し
ま
し
た
。
試
合
は
惜
し
く
も
19
位
と
い

う
成
績
で
終
え
ま
し
た
が
、
大
変
貴
重
な
経
験
が
出
来
た

こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
も
こ

の
経
験
を
生
か
し
、
大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う
更
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、
駿
河
台
大
学
か
ら

応
援
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
中
国
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
大
陸
最
終
予

選
会
・
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
で
、
日
本
人
最
高
と
な

る
3
位
入
賞
を
果
た
し
、
五
輪
出
場
の
切
符
を
掴
ん
だ
海

渕
さ
ん
。
満
を
持
し
て
臨
ん
だ
初
五
輪
で
し
た
が
、
7
月

30
日
に
行
わ
れ
た
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
予
選
の
結
果
、

19
位
に
終
わ
り
、
残
念
な
が
ら
予
選
突
破
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

（3） 駿河台大学　同窓会報　第23号 平成24年10月１日

海渕萌さん

矢澤一輝さん コーチのミラン・クバン氏と

小澤伸光先生

一番左が吉田さん

実
践
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

日
本
ラ
ン
キ
ン
グ

入
り
を
目
指
し
て
！

「
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
」と
共
に
ロ
ン
ド
ン
へ

海
渕
萌
さ
ん
・
矢
澤
一
輝
さ
ん

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

報
告
・
吉
田　

将
卓
さ
ん

（
平
成
10
年
法
学
部
卒
）

ゴルフ部

臼井さん（右）大学ロゴ入りトランクス

臼
井　

祐
介
さ
ん

（
平
成
20
年
経
済
学
部
卒
）

大
家　

涼
子
さ
ん

（
平
成
23
年
法
学
部
卒
）

ゴ
ル
フ
部

Ｏ
Ｂ
コ
ン
ペ
を
開
催

　

卒
業
生
の
海
渕
萌
さ
ん（
平
成
21
年
現
代
文
化
学
部
卒
）と
矢
澤
一
輝
さ
ん（
平
成
23
年
文
化
情
報
学
部
卒
）が
、

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

五
輪
の
大
舞
台
を
経
て
、
ま
す
ま
す
力
強
い
漕
艇
が
期
待
さ
れ
る
両
選
手
を
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！



　

本
学
名
誉
教
授　

大
木
昭
一
郎
氏（
81
歳
）に
お
か

れ
ま
し
て
は
、7
月
8
日（
日
）に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
同
窓
会
か
ら
の
卒
業
寄
付
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
卒
業
生

か
ら
大
学
へ
の
卒
業
寄

付
と
し
て
、
楽
器
3
点

（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
フ

レ
ン
チ
ホ
ル
ン
・
チ
ュ

ー
バ
）
を
寄
贈
し
ま
し

た
の
で
、
ご
報
告
し
ま

す
。
寄
贈
先
の
本
学
吹

奏
楽
部
は
、
8
月
5
日

（
日
）
に
行
わ
れ
た
埼

玉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
大
学
Ａ
の
部
で
、
銀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

○
学
生
表
彰
制
度
対
象
学
生
へ
の
副
賞
寄
付

　

今
年
度
よ
り
、
成
績
優
秀
者
や
部
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
等
で
顕
著
な
活
動
を
し
た
在
学
生
を
表
彰
す

る
、
学
生
表
彰
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
学
生
47

名
に
つ
い
て
、
同
窓
会
か
ら
副
賞
と
し
て
図
書
カ
ー
ド 

（
各
１
０
０
０
円
分
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告

し
ま
す
。

○
住
所
変
更
の
お
願
い

　

同
窓
会
事
務
局
か
ら
お
送
り
し
て
い
る
郵
便
物
が
、
転

居
先
不
明
等
で
返
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
、
3
年
ぶ
り
に
駿
河
台
大
学
を
訪
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
3
年
前
に
交
換
留
学
生
活
を
終
え
、
中
国
に

帰
る
時
に
は
、
ま
さ
か
自
分
が
ま
た
日
本
に
来
ら
れ
る
と

は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
記
憶
の
中
に
そ

の
時
に
自
分
が
言
っ
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
覚
え
て

い
ま
す
。「
も
し
、
ま
た
日
本
留
学
出
来
る
な
ら
ば
、
絶

対
に
駿
河
台
大
学
に
来
た
い
」。
私
は
２
０
０
８
年
の
9

月
か
ら
２
０
０
９
年
の
7
月
ま
で
、
交
換
留
学
生
と
し
て

駿
河
台
大
学
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
日
本
に
来

た
時
は
、
自
分
の
下
手
な
日
本
語
が
通
じ
る
か
、
日
本
人

　
「
経
済Today

」は
、
社

会
の
第
一
線
で
働
く
人
か

ら
、
そ
の
仕
事
内
容
や
社

会
と
の
関
わ
り
等
を
お
聞

き
し
、「
社
会
の
現
場
」か

ら
経
済
の
実
相
に
迫
る
学

生
に
人
気
の
授
業
で
、
本

学
の
卒
業
生
も
度
々
講
師

を
務
め
て
い
ま
す
。
7
月

11
日（
水
）の
経
済today

で
は
、
新
井
克
明
さ
ん（
平

成
12
年
文
化
情
報
学
部

卒
・
株
式
会
社
Ｐ
Ｔ
Ｓ
勤

務
）と
岡
部
浩
一
さ
ん（
平

成
20
年
経
済
学
部
卒
・
日

本
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
株
式

会
社
勤
務
）の
お
２
人
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界（
旅

行
業
界
・
情
報
産
業
）の

現
状
や
、
駿
大
生
と
し
て

誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
い

く
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

熱
心
な
講
義
に
受
講
生

も
、
就
職
活
動
に
対
す

る
心
構
え
や
学
校
生
活
へ

の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
た
様

子
で
し
た
。

送
付
先
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で

変
更
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
学
在
学
中
に
駿
河
台
大
学
貸
与
奨
学
金
ま
た
は
日
本

学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
た
方
へ
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
駿
河
台
大
学
貸
与
奨
学
生
の
方

　

毎
年
11
月
頃
に
、本
学
よ
り
ご
登
録
住
所
に
「
勧
奨
状
」

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
振
込
用
紙
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
12
月
末
ま
で
に
返
還
金
の
納
入
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

○
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
の
方

　

奨
学
金
の
返
還
は
、
卒
業
し
た
年
の
10
月
27
日
（
金
融

機
関
の
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
か
ら
、
月
賦
返
還

ま
た
は
月
賦
・
半
年
賦
併
用
返
還
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
奨
学
金
の
返
還
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た

場
合
は
、「
奨
学
金
返
還
期
限
猶
予
願
」
も
し
く
は
「
奨

学
金
減
額
返
還
願
」
を
日
本
学
生
支
援
機
構
に
提
出
し
、

必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
各
手
続
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
奨
学
金
返
還
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︿
日
本
学
生
支
援
機
構　

奨
学
金
返
還
相
談
セ
ン
タ
ー
〉

　

０
５
７
０
―
０
３
―
７
２
４
０
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
３
―
６
７
４
３
―
６
１
０
０

　
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
一
部
携
帯
電
話
、
Ｉ
Ｐ
電
話
）

※
受
付
時
間　

8
時
30
分
～
20
時
00
分

︿
情
報
提
供
・
書
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〉

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｐ
Ｃ
） http

://w
w

w
.ja

sso
.g

o
.jp

　

モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
（
携
帯
）h

ttp
://d

a
ig

aku
jc.jp

/ja
sso

の
友
達
が
出
来
る
か
と
す
ご
く
不
安
で
し
た
。
で
も
、
国

際
交
流
課
の
皆
さ
ん
や
先
生
方
の
お
陰
で
、
予
想
よ
り
早

い
ス
ピ
ー
ド
で
日
本
の
生
活
に
馴
染
め
ま
し
た
。
学
内
で

は
日
本
語
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
を
設
け
て
く
れ
て
、
日
本
人

の
学
生
と
身
近
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

出
来
た
し
、
仲
の
い
い
友
達
も
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、

茶
道
や
い
け
ば
な
、
祭
り
な
ど
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
を

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
駿
河
台
大
学
に
い
る
1

年
間
で
一
番
感
心
し
た
の
は
、
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
が
何
よ
り
も
学
生
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
何
処
の
大
学
と
比
べ
て
も
、
な
か
な
か
珍
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
心
地

よ
く
、
学
校
で
勉
強
す
る
こ
と
が
出
来
る
理
由
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
1
年
間
の
交
換
留
学
を
終
え
て
、
中
国
に
帰
り
、

大
学
を
卒
業
し
た
直
後
に
大
連
外
国
語
大
学
大
学
院
に
入

学
し
ま
し
た
。
大
学
院
を
選
ぶ
時
に
3
年
コ
ー
ス
を
選
ん

だ
の
で
、
大
学
院
2
年
生
の
時
間
を
利
用
し
て
、
ま
た
日

本
に
1
年
間
留
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
考
え
た

ら
、
3
年
前
の
自
分
が
、
ま
た
日
本
に
留
学
し
よ
う
と
決

め
て
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。
今
回
留
学
先
を
選
ぶ
時
も
、

駿
河
台
大
学
に
一
番
近
い
大
学
を
選
び
ま
し
た
。
ま
た
、

駿
河
台
大
学
に
遊
び
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
過
ぎ
て
い
た
1
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
。
自
分
が
ま
た
日
本
に
来
て
い
る
こ
と
は
「
夢
」
み

た
い
に
感
じ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
「
夢
」
を
叶
え
た
の

で
す
。
今
、
駿
河
台
大
学
で
勉
強
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
い
で
す
。
も
し
、
留
学
し
よ
う
と
思
っ

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
海
外
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
た
ら
、
自
分

の
世
界
が
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
大
学
の
4
年
間
は

長
く
見
え
る
け
れ
ど
も
、
実
に
、
短
い
で
す
。
短
い
大
学

生
活
を
も
っ
と
も
っ
と
有
意
義
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
自
分
が
と
て
も
良
い
と
思
う
言
葉
を
皆
さ
ん
に

贈
り
ま
す
。
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駿
河
台
大
学
貸
与
奨
学
生
・

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
の
方
へ

新井さん 左が岡部さん

卒業生が特別講義
「経済Today」で講師に

 2008年度聊城大学交換留学生

許
きょ

　ｲ
せい

青（XU QIAN）さん
（留学期間：2008年9月～2009年7月）

一番左が留学当時の許さん

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

母
校

て
ね
訪
を

４


